
 
 

   



 

　次の文章を読み，問い～に答えよ。

　天然のアミノ酸は，一般式　　　　　　　　　で表される。ここで，は側鎖とよ

ばれるもので，アラニン   のようにアルキル基を含むもの，アスパラギン酸

    のようにカルボキシル基を含むもの，リシン   　　 のよう

にアミノ基を含むものなど，約種類がある。中性水溶液中ではアミノ基やカルボキ

シル基は電離した構造をとる。このため，ひとつのアミノ酸の中に陽イオンと陰イオン

とが存在し，ア とよばれる。分子のもつ正電荷と負電荷を足した値を，

分子の正味の電荷という。中性水溶液での正味の電荷は，アラニンではイ ，アス

パラギン酸はウ ，リシンはエ である。

　タンパク質は多数のアミノ酸がアミド結合によって縮合した鎖状高分子であり，この

ときのアミド結合を特にオ 結合という。アミド結合は電離しないので，タ

ンパク質の電離状態はおもに側鎖の性質によって決まる。例えば細胞内で酸化還元反応

の触媒となるシトクロムは個のアミノ酸から構成され，リシンを多く含む塩基

性タンパク質である。中性ではシトクロムはカ の電荷をもち，中性で電気泳動

を行うとキ 極側に移動する。

　タンパク質のアミノ基は，無水酢酸と反応する。シトクロムは無水酢酸と反応した

後，酸性タンパク質となり，中性での電気泳動でク 極側に移動した。反応前のシ

トクロムの分子量はであったのに対して，すべてのアミノ基が反応した後の分

子量はであった。

　 ア ， オ ～ ク に適当な語句を， イ ～ エ には適当な数値を入れよ。

　リシンのカルボキシル基とアラニンのアミノ基が縮合してジペプチドを形成した。

　このジペプチドの中性における示性式を，電離状態がわかるように示せ。

　タンパク質　　　　のアミノ基と無水酢酸の反応式を示せ。以外は，構造式で表

　示せよ。

　アミノ基と無水酢酸の反応に伴う分子量の変化から，シトクロムが含むアミノ基

　の数を計算し，最も近い整数で答えよ。なお，タンパク質の分子量は，アミノ基やカ

　ルボキシル基が電離していない状態で計算するものとする。，，

　，
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